
 

経営発達支援計画の概要 

実施者名 

（法人番号） 

柏市沼南商工会 （ 法人番号  6040005013855 ） 

柏市      （ 地方公共団体コード 122173 ） 

実施期間 令和３年４月１日～令和８年３月３１日 

目標 

柏市沼南商工会は柏市の経済環境と地域事業者の強みを生かし

た事業計画の策定及び策定後の実施支援について、事業効率や効果

の検証を含め個別の伴走型支援により地区内小規模事業者の持続

的発展、経営力の強化に寄与する。 

本計画において、1.小規模事業者への支援体制の強化 2.小規模

事業者の経営力の強化（持続的発展に）向けた事業計画の策定 3.農

商工連携による新商品・ふるさと産品の開発支援等、地域産業の振

興、延いては地域経済の活性化に資するべく取り組む。 

事業内容 

経営発達支援事業の内容  

３－１．地域の経済動向調査に関すること 

地方経済分析システム「RESAS」を活用した消費動向等地域経 

済の情報収集・提供を行う。 

３－２．需要動向調査に関すること 

小規模事業者が取扱う商品・サービス・製品の需要動向を新た 

な商品・製品の開発や販路拡大のための取り組みに活かすため 

の情報収集・分析を行い、結果を提供する。 

４．経営状況の分析に関すること 

小規模事業者の経営課題を抽出するため千葉県内の商工会統

一で使用されている経営問診票を用いて経営理念、経営目標の

明確化、財務分析を行う。 

５．事業計画策定支援に関すること 

経営分析を行うことによって強みや経営課題が抽出された小 

規模事業者に対し、効果的な事業計画の策定の支援を行う。 

６．事業計画策定後の実施支援に関すること 

策定した事業計画が、計画通り実施されるよう進捗状況を定期 

的に確認し、高度な課題等には専門家等と連携し支援する。 

７．新たな需要の開拓に寄与する事業に関すること 

地域内で開催する展示会等での販路開拓支援や農産物を中心 

とした地域資源を活用した商品開発を支援する。 

連絡先 

柏市沼南商工会 

〒277-0924 千葉県柏市風早一丁目 6番 16 

℡04-7191-2803 Fax04-7193-2726 E-mail:info@syonan.or.jp 

柏市経済産業部商工振興課 

〒277-8505 千葉県柏市柏５丁目１０番１号 

℡04-7167-1141 Fax04-7162-0585 

E-mail:shokoshinko@city.kashiwa.chiba.jp 

 



１ 

 

（別表１） 

経営発達支援計画 

経営発達支援事業の目標 

１．目標 

（１） 地域の現状及び課題 

① 現状 

【立地・交通】 

柏市沼南商工会地区の立地は、柏市の一部（旧東葛飾郡沼南町地区）として、千葉県北西部に位置

し、柏市の総面積 114.74㎢の内、41.99㎢と柏市全体の約 37％の面積となっている。柏市（商工会議

所地区）・松戸市・我孫子市・鎌ヶ谷市・印西市・白井市・と隣接し首都圏へ通勤する人々の住宅地と

しての役割を担っている一方で農業地域も多く残っている。主な公共交通手段は東武アーバンパーク

ライン（駅は高柳駅１つのみ）、東武バス、阪東バスとなっている。 

 

   
 

資料（柏市産業振興戦略ビジョン）       資料（千葉県商工会連合会 HP） 

 

【人口】 

地区内人口は平成１７年４月の４６，６９９人以降増加傾向が続いていたが近年は柏市全体では増

加が続いているものの、商工会地区内人口は横ばい傾向が続いている。 

 

 
平成 28 年 4 月 平成 29 年 4 月 平成 30 年 4 月 平成 31 年 4 月 令和 2 年 4 月 

柏市全体 
415,200人 418,824人 422,385人 426,224人 431,295人 

商工会地区 
52,457人 52,624人 52,495人 52,428人 52,700人 

             出典：柏市人口（柏市 HP人口 大字町丁別） 
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【柏市の産業構造】企業数 

 
 

【柏市の産業構造】事業所数 

 



３ 

 

 

【柏市の産業構造】売上高（企業単位） 

 
出典：ＲＥＳＡＳ（地域経済分析システム） 

 

【商工業者数・小規模事業者数】 

 
平成２４年 平成２８年 

商工業者数 １，０７１ １，１１５ 

小規模事業者数   ９０９ １，０１６ 

出典：Ｈ２４、Ｈ２８商工会実態調査 

 業種別商工業者数の推移 

 
建設業 製造業 

卸売 

小売業 

飲食店 

宿泊業 
サービス業 その他 合計 

平成２４年 228 144 321 108 221 49 

1,071 

平成２８年 241 146 268 124 258 78 

1,115 

出典：Ｈ２４、Ｈ２８商工会実態調査    
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【商業】 

柏市の商業吸引率は市内が最も高く、次いで隣接する我孫子市が４０％以上、流山市、取手市が３

０％以上と高くなっている。商工会地区においても沼南中央地区への大型商業施設「セブンパークア

リオ柏」が出店したことにより周辺に賑わいが出始め、高柳駅周辺も橋上駅舎・東西自由通路が完成

し、今後周辺の整備に合わせ商業環境も大きく変化し、今後は個店、商店会（大木戸通り商店会、大

津ケ丘中央商店会、高柳中央商店会）共にこれまでよりも一層の経営環境の変化への対応が迫られて

いる。 

 

 
 

 

用語の解説 

【吸引率】 各市区町村の居住者が，調査対象の地域で買物をする人の割合。 

【商圏】  特定市区町村の顧客吸引力が及ぶ範囲であって，その需要の一定割合が常時特定市区町

村における買物として実現している地域。吸引率を基準として以下のとおり設定した。  

第１次商圏： 吸引率が 30％以上  第２次商圏： 吸引率が 10％以上 30％未満 

第３次商圏： 吸引率が５％以上 10％未満 

【商圏人口】商圏内の全人口。 

【吸引人口】吸引率に商圏人口を乗じたもの。 

出典：柏市 HP（商工振興課） 
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【工業】 

柏市沼南商工会地区には３つの工業団地(沼南・風早・柏鷲野谷テクノパーク)があり、出荷額等の

推移は以下の資料のとおりとなっている。また、立地環境から近年物流関連の進出が見受けられる他、

沼南中央地区の開発によって新たな工業集積の形成が見られる。 
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【柏市第五次総合計画】 

柏市の第五次総合計画では、市内全域から魅力ある資源を最大限活用し、多様なニーズに応えるこ

とで人を呼び込み、交流人口の創出による経済やまちの活力の維持・発展を目指すとしてその実施手

段は以下の表のように体系づけられている。 
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② 課題 

  【商業】 

地区内の小規模事業者は昔からのリピーター客が多く一定の固定客を有する強みがある反面、

大型商業施設アリオの出店や変化する消費者ニーズ等経営環境の変化へ対応し、持続的発展をし

ていくための対策が十分に取られていない。また、商店街については、地域に必要な魅力ある商

店街活動をするための人材・マンパワーが不足している。 

【工業】 

新しい取引機会や連携企業の発掘、成長分野への進出等のため、新たな工業集積地内企業等と

既存３工業団地との交流や近隣企業との交流・連携機会の創出。 

 

（２） 小規模事業者に対する中長期的な振興のあり方 

① １０年程度の期間を見据えて 

柏市の人口は令和７年まで増加し、その後減少に転じるとの予測がされており、平成２４年よ

りも平成２８年は柏市全体として商工業者数は増加しており、商工会地区では、商工業者数、小

規模事業者数共に増加しているが、今後は、大型商業施設の出店や柏市による高柳駅周辺の整備、

物流関連企業の進出、新たな工業集積等経営環境の変化により十分な事業計画を持たない出店や

既存の小規模事業者が、経営環境の変化に対応できず業績低迷により事業承継がされず長期的な

人口減少に比例し、小規模事業者も減少していくと考えられる。商工会としては、活力ある地域

経済を創出するため小規模事業者の持続的発展と新規創業者や第二創業者の成功率を高めるため

の事業計画策定支援や高度な課題解決に対応するため専門家や地域金融機関をはじめとする他の

支援機関との連携を強化した伴走型支援を推進する。 

 

② 柏市第五次総合計画との連動制・整合性 

柏市第五次総合計画の分野別計画「経済・活力」の中で市内全域から魅力ある資源を最大限活

用し、多様なニーズに応えることで人を呼び込み、交流人口の創出による経済やまちの活力の維

持・発展を目指す方向性が示されている。 

商工会としては、商工会地域個々の事業者が持続的発展をしていくための効果的な事業計画策

定、また、計画を実行し効果や課題を検証し、計画の見直し等を行っていく支援をするともに、

商工会地域の魅力を発信し、人を呼び込むための地域資源を活かした商品や製品の開発に取り組

む意欲ある事業者の発掘、事業者の生産性や付加価値を高め魅力ある事業者を増やしていくため

商工会地域内外事業者との交流・マッチング事業に取り組むことで柏市第五次総計画との連動

性・整合性を図っていく。 

 

③ 柏市沼南商工会としての役割 

柏市全体としては 2025年まで人口増加が見込めるものの商工会地域では既に増加は頭打ちの兆

候が見えており商工会員数も下表のようにほぼ横ばいで推移している。これは、廃業や後継者不

足による脱退が増加傾向にある一方、商工会地区で新たに開業する事業者や他の商工会等地区か

らの移転により当商工会による支援を求める事業者の存在があるからであるが、商工会としては、

会員・非会員を問わず地区内事業者の廃業率を低め、持続的経営の発展のための事業計画策定・

後継者への円滑な事業承継計画の策定、創業、第二創業に伴う事業計画の策定及び実行が伴走型

で支援できるよう柏市及び専門家や他の支援機関等と連携して各種事業を実施することにより、

まちの活力を維持し、足腰の強い柏市経済の基盤づくりと発展に寄与する。 

 

柏市沼南商工会 会員数の推移 

 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 

会員数 ６１２ ６２２ ６２８ ６２８ ６１４ 

※各年度の基準日は４月１日 
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（３） 経営発達支援事業の目標 

①  小規模事業者の経営力強化と持続的発展のための事業計画策定と実行のための支援をすること

により地域経済の基盤強化を図る。 

 

②  創業者・第二創業者を支援することにより地区内経済の拡大・活性化を図る。 

 

③  地域資源を活かした新商品・新製品の開発支援による地域ブランド力の強化と域外需要・交流人

口の創出を図る。 

 

④  地域外事業者との交流・マッチングにより生産性向上や新分野への進出等、より付加価値が高く

効率的な事業経営への転換を促す機会の創出を図る。 
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経営発達支援事業の内容及び実施期間 

２．経営発達支援事業の実施期間、目標の達成方針 

 

（１）経営発達支援事業の実施期間（令和３年４月１日 ～ 令和８年３月３１日） 

 

（２）目標の達成に向けた方針 

目標①達成に向けた方針 

小規模事業者が経営力を強化し、持続的発展を遂げるために事業計画の策定支援を行い、計画

策定に留まらず計画の実行、効果の検証、検証の結果による計画の変更・必要に応じて専門家や

他の支援機関と連携した支援を行う等効果的な支援となる様、伴走型の支援を実施する。 

 

目標②達成に向けた方針 

創業者・第二創業者を対象に成功率を高めるための創業塾を開催し、必要な経営手法を体系的

に習得し、事業計画を策定する支援を行う。また、創業後も持続的な発展が可能となるよう経営

指導員による定期的な経営状況の把握、専門性が高く高度な課題には専門家派遣制度等を活用し

た効果的なフォローアップを実施する。また、創業塾修了者を中心とした創業者ネットワークを

構築し、事業の連携・マッチングに繋げていく。 

 

目標③達成に向けた方針 

農産物等、商工会地域にある地域資源を活かした新商品や新製品の開発に取り組む意欲ある事

業者を発掘し、６次産業化を含めた農業者との連携を推進していき地域ブランド力を強化し域外

需要の創出と道の駅しょうなんやセブンパークアリオ柏をはじめとする近隣大型商業施設と連携

し「産品フェア」を開催するなど交流人口の創出を図っていく。 

 

目標④達成に向けた方針 

現状、域外事業者との交流は柏市を含む工業者による「東葛工業人交流会」があるが、工業者

だけでなく目標②目標③達成に向け実施する事業も含めた交流・マッチングを促進し付加価値を

高め効率的な事業経営への転換を促す機会を創出していく。 

 

 

３－１．地域の経済動向調査に関すること 

（１） 現状と課題 

【現状】 

経営相談の内容に応じて経営指導員が個々にインターネット等を活用し情報収集・提供をしてい

る。 

 

【課題】 

経営指導員が収集した情報が相談・指導のみに使用され一過性のものとなっており地区内事業者

への周知がされていなかった。また、収集した情報の整理・ビッグデータ等を活用した専門的な分

析がされていなかったため、小規模事業者が有効活用できるよう地域の経済動向に関する情報の収

集・分析・整理を行い定期的に提供できるよう改善する。 
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（２） 目標 

 現行 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

① 地域の経済動向

分析の公表回数 
未実施 １回 １回 １回 １回 １回 

② 景気動向分析の

公表回数 
未実施 １回 ２回 ３回 ４回 ４回 

 

（３） 事業内容 

①  国が提供するビッグデータの活用 

商工会地域の事業者が効果的で効率の良い事業活動を行える様、地方経済分析システム「ＲＥＳ

ＡＳ」を活用した経済動向分析を行い年 1回公表する。 

【分析手法】・「地域経済循環マップ」→何で稼いでいるか等を分析 

・「まちづくりマップ・From-to分析」→人の動き等を分析 

・「産業構造マップ」→産業の現状等を分析 

・「企業活動マップ」→中小・小規模企業財務比較や創業比率等を分析 

⇒上記の分析を総合的に分析し、事業計画策定支援等に反映する。  

②  管内の景気動向調査について、商工会議所との併存地域である柏市では商工会管内のより詳細な

実態を把握するため、全国商工会連合会が行う「小規模企業景気動向調査」に独自の調査項目を

追加し、管内小規模事業者の景気動向等について年４回調査・分析を行う。 

【調査対象】管内小規模事業者５０社 

（製造業、建設業、卸売業、小売業、サービス業から１０社づつ） 

  【調査項目】売上額、仕入価格、経常利益、資金繰り、雇用、設備投資、取引状況 等 

【調査手法】調査票を郵送し返信用封筒で回収する。 

【分析手法】経営指導員等が外部専門家と連携し分析を行う 

  

（４） 成果の活用 

① 分析結果は、当該事業者に郵送等で報告を行うと共にホームページに掲載し、管内事業者等に 

周知する。 

② 経営指導員等が行う相談指導業務の参考資料として活用する。 

 

３－２．需要動向調査に関すること 

（１） 現状と課題 

【現状】未実施 

    【課題】これまで実施できていなかったため、調査対象となる支援先を掘り起こし実施する。 

 

（２） 目標 

 現行 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

① 新商品開発

の調査対象

事業者数 

- ２社 ２社 ２社 ２社 ２社 

② 試食、アンケ

ート調査対

象事業者数 

- ２社 ２社 ２社 ２社 ２社 
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（３） 事業内容 

① 農産物をはじめとする地域資源を活用した新商品（料理やスイーツ等）を開発するため、農商業

者の連携方法等の説明会（講習会）を開催し支援対象事業者を絞り込み新商品を開発する。商工

会地区内大型商業施設セブンパークアリオ柏や道の駅しょうなん等でのイベント開催時に模擬店

での出店や試食会場を設置しての来場者アンケートを実施する。調査結果を分析し、事業者にフ

ィードバックを行い策定する事業計画に取り入れ、新商品の開発に活かす。 

【サンプル数】 来場者１００人 

【調査手段・手法】 

セブンパークアリオ柏で１０月に開催される「沼南まつり」や道の駅しょうんなんで開催され

るイベント等開催時に模擬店としての出店や試食コーナーを設置しての来場者にアンケート記

入してもらう。 

【分析手段・手法】 

調査結果は、フードコーディネーター等、開発された新商品の分野により専門家等と経営指導

員等が分析を行う。 

【調査項目】 

①新商品の名称 ②見た目（色・形状・大きさ等） ③味（甘い・辛い等） 

④食感（固い・柔らかい等）⑤パッケージ等 

【調査・分析結果の活用】 

調査・分析結果は、経営指導員が専門家等と連携し当該飲食店等事業者に直接説明することに

よりフィードバックし、必要な改良を行う。 

 

②ニッポン全国物産展等地域外で開催される展示会等にて新商品の開発に取り組む小規模事業者

が、来場者やバイヤーにヒアリングによるアンケート調査を行い、消費者やバイヤーの声に直接

触れることにより策定する事業計画に取り入れ、新商品の開発に反映させる。 

 

【サンプル数】 

来場者・バイヤー等１０人 

【調査手段・手法】 

開発に取り組む小規模事業者が来場する消費者やバイヤーにヒアリングにて直接アンケート

を実施する。 

【分析手段・手法】 

調査結果は、フードコーディネーター等、開発された新商品の分野により適した専門家等と経

営指導員が分析を行う。 

【調査項目】 

①新商品の名称②見た目（色・形状・大きさ等）③味（甘い・辛い等） 

④食感（固い・柔らかい等）⑤パッケージ等 ⑥取引条件等 

【調査・分析結果の活用】 

調査・分析結果は、経営指導員等が当該飲食店等事業者に直接説明することによりフィードバ

ックし、より付加価値等が高い商品開発となるよう必要な改良を行う。 

 

４．経営状況の分析に関する事 

 （１）現状と課題 

  【現状】 

千葉県内の商工会では、経営状況の把握・分析に「経営問診票」という統一されたツールを用

いてＳＷＯＴ分析、経営理念や経営目標、財務分析等を経営指導員によるヒアリングにより作

成している。財務分析については、中小企業基盤整備機構の「経営自己分析システム」、中小企

業庁会計ツール集「ＣＦ計算書」を利用している。当商工会では経営改善貸付や小規模事業者

持続化補助金等の各種施策利用者を中心に結び付けて経営問診票を作成している。 



１２ 

 

 

【経営問診票】 

       
 

【課題】 

経営問診票の作成が資金繰りや販路開拓に悩む事業者等既に経営上の課題を抱えた事業者に

偏りがちで日々の経営状態の点検を行うツールとしての活用ができていない。また、小規模事

業者側も融資の実行等で当面の課題が解決されると経営リスクを回避し、持続的経営を行うた

めの経営状態把握の必要性や重要性についての認識が希薄になってしまうため、必要性・有用

性を広く周知させながら実施できるよう改善していく。また、毎年度安定的に分析が実施でき

ていないため、計画目標通り作成できるよう改善し実施する。 

 

（２）目標 

 現行 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

分析件数 ３ ６ ９ １５ ２１ ３０ 

※経営指導員数３名 

 （３）事業内容 

①対象事業者の掘り起こし 

巡回・窓口相談を通じた対象事業者の掘り起こしの他、商工会で実施する消費税軽減税率対応

セミナー等経営に関するテーマ別のセミナー開催等で対象となる事業者の掘り起こしを行う。 

 

②経営分析の内容 

【対象者】 

巡回・窓口相談及び経営に関する各種セミナー参加者の中から分析が必要と考えられる事業

者及び自社の経営状況の把握に努め経営力を高めていこうとする意欲ある事業者３０社。 

【分析項目】 

ＳＷＯＴ分析、財務分析等分析 

  ＜ＳＷＯＴ分析＞ 強み・弱み・脅威・機会等 

  ＜財務分析＞ 売上高、粗利益率、経常利益、損益分岐点等 

【分析手法】 

独自ツール経営問診票ＳＷＯＴ分析、財務分析等分析については、中小企業基盤整備機構の

「経営自己分析システム」、中小企業庁会計ツール集「ＣＦ計算書」を活用し経営指導員が行

う。 

 

（４）分析結果の活用 

分析結果は、当該事業者にフィードバックするとともに、経営指導員間でデータを内部共有し

経事業計画策定支援等に有効に活用する。 
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５．事業計画策定支援に関すること 

（１）現状と課題 

【現状】 

小規模事業者等経営改善貸付推薦時に作成する経営改善計画、創業支援時に作成する創業計画、

小規模事業者持続化補助金等各種支援施策の活用支援時に施策に対応した様式での作成・支援が中

心となっている。 

【課題】 

小規模事業者は、日々の業務と資金繰り対策等直面する課題への対応に追われる傾向にあり、自

社の経営分析や事業計画の策定についての必要性や有効性について理解して貰えていない。 

 

（２） 支援に対する考え方 

小規模事業者の支援は発生した経営課題に対する対処療法的な支援になることも多く、中・長期

的な助言を行っても意欲はあっても次の経営課題が発生するまで何も手を打たない事業者も少

なくないため、個々の事業者の経営スキルに合わせた「達成可能な事業計画」となるよう「事業

計画策定セミナー」を開催するなど策定支援を行い、計画の達成度により段階的に計画のレベル

を上げていく。創業予定者に対しては、創業塾を開催し、成功率を高めるための創業計画策定支

援を行い、終了後のフォローアップにより地域に定着した持続的な成長ができるよう伴走型で支

援を継続していく。 

 

（３）目標 

 

現行 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

事業計画策定件数 5件 15件 15件 20件 25件 25件 

創業支援件数 7件 10件 15件 20件 25件 25件 

 

（４）事業内容 

① 巡回・窓口相談による支援事業者の掘り起こし 

巡回・窓口相談による支援として経営問診票を用いた経営分析を行った事業者の中から短期的

な解決に至らない課題を有する小規模事業者の掘り起こしを行い、専門家派遣事業等を活用した

事業計画策定支援を行う。 

 

② 事業計画策定セミナーの開催 

事業計画策定セミナーを開催することにより、事業計画策定の必要性や有益性を理解してもら

った上で事業計画策定まで支援する。 

【募集方法】ホームページ、会報紙、個別案内により周知。定員２０名 

【開催回数】集団による開催２回、終了後の個別相談３回 

【カリキュラム】 

１日目  〇なぜ事業計画が必要か 

〇事業計画を作成するメリット 

〇事業計画書作成の留意点 
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2日目  〇グループワーク 

（意見交流を図りながら各自事業計画の策定を行う。） 

個別相談会（３回） 

セミナー終了後のフォローアップとして予約制にて週１日、原則１人１時間で経営指導

員と専門家が実施。 

 

  ③ 創業塾の開催 

商工会地区で創業を予定している人、創業間もない人、第二創業を検討している人を対象

とした創業塾を開催。 

【募集方法】ホームページへ、市広報、商工会地区への新聞折込 定員２５名 

【開催回数】５回、終了後のフォローアップ３回 

【カリキュラム】 

〇創業の心構え、事業計画の策定の留意点 

〇新事業の成功率を上げる 

〇実効性のある財務計画の作り方 

〇労務管理と人材育成 

〇マーケティングと販路開拓手法 

終了後は経営指導員が専門家や他の支援機関と連携してフォローアップを行う。 

 

６．事業計画策定後の実施支援に関する事 

 

（１）現状と課題 

 【現状】 

策定した事業計画の進捗状況の確認を行い、状況に応じ追加支援を行うなどフォローアップを実

施している。また、商工会では商売繁盛相談窓口として専門家による経営相談の窓口を設置されて

おり、経営指導員も同席し事業計画策定支援を含め策定後のフォローアップ、創業塾終了後のフォ

ローアップの場としても小規模事業者に活用されている。 

 【課題】 

フォローアップ支援対象事業者が限定的になっており事業計画を策定した事業者全員に対して計

画的に実施できるよう改め、実施する。 

 

（２）支援に対する考え方 

   事業計画の策定をした小規模事業者が計画に添って予定通り実施されているか進捗状況、計画達 

成に向けた課題が発生していないか等を確認し対応するため、年６回を目途に定期的なフォロー 

アップを実施する。 

 

（３）目標 

 現 行 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

フォローアップ

対象事業者数 
３件 １５件 １５件 ２０件 ２５件 ３０件 

頻度（延回数） １８回 ９０回 ９０回 １２０回 １５０回 １８０回 

売上増加 

事業者数 
1 ６ ９ １２ １５ ２１ 

利益率増加の事

業者数 
１ ３ ５ ６ ９ １５ 
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（４）事業内容 

  事業計画を策定した事業者は、月１回開催している商売繁盛相談窓口の際に計画の進捗状況、 

計画達成のための課題等発生の有無を確認し、課題等有りの場合は今後の対応策を等検討する。 

 

７．新たな需要の開拓に寄与する事業に関する事 

（１）現状と課題 

【現状】 

商工会が事務局を担っている沼南まつりといった地域イベントへの展示、出店支援や全国商工会連

合会が主催するニッポン全国物産展において配布する「ちばの魅力再発見！千葉県商工会おすすめ

の名店マップ」への掲載等支援が限定的になっている。 

【課題】 

イベントとして沼南まつりだけでは効果が限定的なため、新たな購入層を発掘・開拓するため新規

イベントを開催する。 

 

（２）支援に対する考え方 

沼南まつりの会場は管内大型商業施設セブンパークアリオ柏を会場として開催されており同施設

や道の駅しょうなんを会場とした「産品フェア」等地域資源を活用した商品による新たな需要の開

拓と販路拡大のための新規イベントの開催、近隣商工会や大型商業施設等と連携したイベントへの

出展も積極的に出展する。開催時には新商品開発のための需要動向調査も併せて実施する。 

 

（３）目標 

 現行 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

沼南まつり出展事

業者数 
- ５ ５ ５ ５ ５ 

売上額/社 - ２０万円 ２０万円 ２０万円 ２０万円 ２０万円 

（仮称）産品フェ

ア出店事業者数 
- ５ ５ ５ ５ ５ 

売上額/社 - ２０万円 ２０万円 ２０万円 ２０万円 ２０万円 

他地域イベントへ

の出店事業者数 
- ３ ３ ３ ３ ３ 

売上額/社 - １０万円 １０万円 １０万円 １０万円 １０万円 

 

（４）事業内容 

管轄地区内の主な移動手段が車であること、農業者との連携が求められている地域であることか

ら、計画期間内は、菓子・食品製造販売店、飲食店等で地域資源を活用した商品を販売する事業者

を中心に支援し、より効果的な支援とするため、管轄内イベントへの参加は休日に自動車で出掛け

る際の目的地として地区内上位のセブンパークアリオ柏・道の駅しょうなんを会場とするイベント

への出展を中心とし、近隣商工会や大型施設等と連携した他地区への出展も積極的に行う。また、

産品コーナー等を設けることにより、バイヤー等ＢtoＢの機会創出も図る。 

沼南まつり出店者数・来場者数の推移 

 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 

沼南まつり

来場者数 
43,000人 36,000人 40,000人 

台風のため

中止 

新型コロナ

感染症拡大

防止のため

中止 

 



１６ 

 

 
 

出典：ＲＥＳＡＳ（地域経済分析システム） 

８．事業の評価及び見直しをするための仕組みに関すること 

（１）現状と課題 

【現状】 

年に１回（計画では４回）、ブロック会議の場で各商工会（４商工会）経営指導員による連携会 

議を開催し実施状況の報告、確認、改善策等を協議している。 

【課題】 

ブロックとして共同申請し認定を受け、実施してきたが商工会全体の業務の中で経営発達支援事

業について４商工会で共通認識を持ち実施することが困難となっている。法改正により関係市町村

と共同で計画を作成することとなった事に伴い、単会毎の申請の有無に関わらず小規模事業者支援

促進法に基づいた商工会事業の実施状況等の情報の共有は継続していく。 

 

（２）事業内容 

① 市経済産業部長、市担当者、中小企業診断士、法定経営指導員等で構成する「事業評価委員会」

を年１回開催し、経営発達支援事業の実施状況、評価、見直しを行い、見直し案を作成した上で実

施状況、評価結果と共に商工会正副会長、専務理事で構成する三役会に報告し、承認を得て理事会

に報告する。 

② 報告された結果、見直し案に基づき事業方針等に反映させ、評価結果は、ホームページへ掲載し

地域の小規模事業者等が常に閲覧可能な状態にする。 

 

９．経営指導員等の資質向上等に関すること 

（１）現状と課題 

【現状】 

  現状は以下の①から⑤を実施している。 

① 事例発表等による支援能力の向上 

支援ノウハウの共有と支援能力の向上を目的として年 1 回、千葉県商工会連合会主催による経

営支援事例発表会へ参加し、支援ノウハウの習得と資質向上を図っている 

② 経営指導員向けの研修実施 

経営指導員に対するＯＦＦ－ＪＴとして、千葉県商工会連合会が年７回開催する「業務分担別
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研修（１回あたり 6時間程度）」に経営指導員が参加し、支援ノウハウ習得に努めている。また、

中小機構が中小企業大学校で実施する「中小企業支援担当者等研修」に経営指導員を毎年１名参

加させ、支援ノウハウ習得に努めている。 

③ 補助員等向けの研修実施 

補助員等に対するＯＦＦ－ＪＴとして、千葉県商工会連合会が年 7 回開催する「基本能力研修

（1回あたり 6時間程度）」に補助員等が参加し、支援ノウハウ習得に努める。 

④ 経営指導員向けの eラーニング研修システム 

経営指導員に対するＯＦＦ－ＪＴとして、eラーニングを活用した研修システム「経営指導員等

ＷＥＢ研修」を全経営指導員が受講することで、支援ノウハウ習得に努める。 

⑤ 経営問診票（千葉県商工会の独自ツール）を活用した経営情報の蓄積 

平成 25年度に千葉県商工会連合会が独自ツールとして本問診票を開発し、ＳＷＯＴ分析を中心

に小規模事業者の経営課題の洗い出しを目的とする本問診票は、全ての経営指導員のヒアリング

能力と経営課題解決のための支援能力の向上を図るものである。 

本問診票の情報はデータベースとして蓄積し、国や県の補助金申請や経営革新計画等の案件掘

り起しに有効活用している。また、人事交流等（退職含む）により職員に異動があった場合でも、

商工会に蓄積した本問診票の情報データを活用し、継続的な経営支援を実施することができるよ

うになっている。 

【課題】 

① 上記④の経営指導員向けの e ラーニング研修システムについて、支援ノウハウの知識習得に有  

効であるものの、有効活用ができていない。 

② 上記⑤の経営問診票を活用した経営情報の蓄積について、支援対象事業者全員の問診票作成が

できていないため、支援対象事業者については、従来から経営指導員が使用している経営カル

テ作成時に経営問診票も同時に作成することで改善する。 

   

 

（２）事業内容 

① 外部講習会等の積極的活用 

中小機構が中小企業大学校で実施する「中小企業支援担当者等研修」に経営指導員を毎年１名

参加させ、支援ノウハウ習得に努める他、経営指導員は千葉県商工会連合会が年７回開催する「業

務分担別研修（１回あたり 6時間程度）」に積極的に参加し経営指導員としての資質の向上に努め

る。 

② ＯＪＴ制度の導入 

経営指導員として支援経験が豊富なＯＢが県内の商工会を定期的に巡回し、若手指導員の指導

ノウハウの向上等、商工会組織の支援能力向上を図る制度を活用する。 

③ 職員間の定期ミーティングの開催 

支援ノウハウの共有と支援能力の向上を目的として年 1 回、千葉県商工会連合会主催による経

営支援事例発表会へ参加、また、発表事例他経営問診票はデータとして蓄積され県内商工会の経

営指導員が活用できるよう共有データ化されているので有効に活用する。 

④ データベース化 

全会員を含む支援対象事業者の支援経過は、経営カルテへの入力、経営問診票の作成によりデ

ータとして蓄積され支援経過等情報を経営指導員全員が共有できるようにする。 

 

１０．他の支援機関との連携を通じた支援ノウハウ等の情報交換に関すること 

（１）現状と課題 

【現状】 

支援対象事業者の支援内容により、金融機関や専門家等他の支援機関と連携し支援している。金融

支援については、日本政策金融公庫、地域民間金融機関等との協調融資における申し込み事業者の事

業計画策定に商工会が支援する等連携を通じて情報交換が行われている。 
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【課題】 

支援対象事業者に対して複数の支援機関が異なった方針での支援とならないよう、地域支援機関の

連携を強化し効率的に支援ができるようにする。 

 

（２）事業内容 

①千葉県商工会連合会主催が開催する経営支援事例発表会への参加 

千葉県商工会連合会が開催する経営支援事例発表会では経営問診票を活用した支援の事例発表が

行われ、県商工労働部、日本政策金融公庫、中小企業診断士等を審査員として開催され、県内商工

会の経営指導員の小規模事業者支援成果発表とノウハウの習得・資質向上の場となっている。 

②西部ブロック商工会経営発達支援連携会議への参加 

より効果的な支援方法の情報交換を目的に西部ブロック４商工会（我孫子市商工会、野田市関宿

商工会、柏市沼南商工会、鎌ケ谷市商工会）の経営指導員等が実際に支援した事業者の事例等情報

交換を行う。 

③日本政策金融公庫松戸支店が開催する小規模事業者等経営改善資金推薦団体連絡協議会への参加 

金融支援を中心としたノウハウの情報を得るため、日本政策金融公庫松戸支店管内商工会（我孫

子・野田市関宿・柏市沼南・鎌ケ谷）商工会議所(松戸・野田・柏・流山)の経営指導員等が参加す

る同協議会では、マル系融資に関する情報交換だけでなくそれぞれの商工会・商工会議所地域にお

ける景況感や事業者の支援方法、地域活性化の取り組み、課題等の情報交換も行われている。 

④東葛飾工業人交流会への参加 

東葛飾地域の４商工会、４商工会議所、東葛テクノプラザ等の支援機関で構成される東葛工業人

交流会定例会議へ参加することにより他の支援機関の支援方法等実務レベルでの有益な情報、特に

製造業を営む小規模事業者支援に効果的な情報の収集に有益な場となっている。 

 

１１．地域経済の活性化に資する取組に関すること 

（１）現状と課題 

【現状】 

柏市沼南商工会では、「柏市しょうなん創業塾」を年１回開催し、創業者・第２創業者の支援をし

ている。令和元年度は「農商工連携セミナー」も開催したが、新商品の開発支援や農業生産者との

マッチング支援には至らなかった。また、柏市沼南商工会が事務局を担う「沼南まつり」は、大型

商業施設セブンパークアリオ柏を会場に商工会地区最大のイベントとして年に１度開催され、小規

模事業者等当地区事業者も毎年５０～６０社程出展し、地域貢献と地域住民との交流、自社商品や

製品のＰＲの場として活用されている。 

【課題】 

近隣商工会地域では「ふるさと産品制度」を有するのに対し、当商工会地区を有する柏市には同

制度がないため、行政、柏市沼南商工会、柏商工会議所、柏市沼南商工会３者で同制度創設に向け

協議し、地域資源を活用し開発された新商品及び既存の商品を「ふるさと産品」として地域経済の

活性化に資する事業を実施することが必要である。 

 

（２）事業内容 

① 創業者・第２創業者の支援 

創業者・第２創業者を支援することにより柏市沼南商工会地域で持続的経営をする小規模事業

者を増加させ地域経済の活性化を図るため創業塾を開催し、創業者・第２創業者を支援するため

「柏市しょうなん創業塾」を開催する。 

② ふるさと産品等の新商品の開発支援 

小規模事業者が取り組む地域資源を活用した、ふるさと産品等の新商品の開発を需要動向調査、

農業生産者とのマッチング等を実施することにより支援する。 

また、柏市商工振興課・柏市沼南商工会・柏商工会議所で構成され、農産物等、地域資源を活

用し開発された新商品等が「柏市ふるさと産品」として認定され、商工会地域を含む柏市内外の
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交流人口の増加、産業の発展に寄与することを目的とした「柏市ふるさと産品認定制度」の制定

を検討するための検討会に参加。 

③ 農業生産者とのマッチング支援 

農業生産者と小規模事業者のマッチングを支援することにより新商品の開発等ビジネス機会の 

創出を図る。また、開発された商品を含む自社商品や製品のＰＲの場の一つとして「沼南まつり」 

への参加を促す。商工会地区最大のイベントである「沼南まつり」は、行政（柏市沼南支所総務 

課、柏市地域支援課、柏市教育委員会、柏市商工振興課）、当地区のふるさと協議会等の市民団体、 

文化団体、農業団体、商工団体、他関係団体で実行委員会が構成され具体的な実施内容を検討・ 

立案する企画部会と合わせ年８回程度の会議を開催され、柏市沼南商工会が事務局を担っている。 
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（別表２） 

 経営発達支援事業の実施体制 

経営発達支援事業の実施体制 

（ 令和５年４月現在） 

 

（１） 実施体制（商工会又は商工会議所の経営発達支援事業実施に係る体制／関係市町村の経営発

達支援事業実施に係る体制／商工会又は商工会議所と関係市町村の共同体制／経営指導員の

関与体制 等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）商工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関する法律第７条第５項に規定する経営指

導員による情報の提供及び助言に係る実施体制 

①当該経営指導員の氏名、連絡先 

■氏 名： 岩崎 功、諸橋 真太郎、久木元 栄一 

■連絡先： 柏市沼南商工会 電話：04-7191-2803 

 

②当該経営指導員による情報の提供及び助言（手段、頻度 等） 

 経営発達支援事業の実施・実施に係る指導及び助言は、補助員等に必要に応じて実施する他、月 

1回、職員会議で目標達成に向けた進捗管理を行う。また、年１回、事業評価委員会で事業の評 

価・見直しをする際の必要な情報提供等を行う。 

 

（３）商工会／商工会議所、関係市町村連絡先 

①商工会／商工会議所 

柏市沼南商工会 

〒277-0924 千葉県柏市風早 1丁目 6番 16 

℡04-7191-2803 Fax04-7193-2726 E-mail:info@syonan.or.jp 

 
②関係市町村 

柏市経済産業部商工振興課 

〒277-8505 千葉県柏市柏５丁目１０番１号 

℡04-7167-1141 Fax04-7162-0585 

E-mail:shokoshinko@city.kashiwa.chiba.jP 
 

三役会 

法定経営指導員（３名） 

補助員    （２名） 

記帳指導員  （１名） 

事務局 

柏市経済産業部 

商工振興課 
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（別表３） 

 経営発達支援事業の実施に必要な資金の額及びその調達方法 

                                        （単位 円） 

 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

必要な資金の額 1,200,000 1,200,000 1,200,000 1,200,000 1,200,000 

 

○専門家派遣費 

○セミナー開催費 

○チラシ作成費 

○中小企業大学校

支援者研修受講費 

 

600,000 

150,000 

400,000 

50,000 

600,000 

150,000 

400,000 

50,000 

600,000 

150,000 

400,000 

50,000 

600,000 

150,000 

400,000 

50,000 

600,000 

150,000 

400,000 

50,000 

（備考）必要な資金の額については、見込み額を記載すること。 

調達方法 

会費、手数料収入、国補助金、千葉県補助金、柏市補助金、各種事務委託等手数料など 

 

 

（備考）調達方法については、想定される調達方法を記載すること。 
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（別表４） 

 経営発達支援計画を共同して作成する商工会又は商工会議所及び関係市町村以外の者を連携して経

営発達支援事業を実施する者とする場合の連携に関する事項 

連携して事業を実施する者の氏名又は名称及び住所 

並びに法人にあっては、その代表者の氏名 

 

連携して実施する事業の内容 

① 

② 

③ 

・ 

・ 

・ 

連携して事業を実施する者の役割 

① 

② 

③ 

・ 

・ 

・ 

連携体制図等 

① 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 


